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菅波茂

　
２
０
１
３
年
‥
‥
貧
２
日
、
告
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
東
日
本
事

岡
山
県
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
業
担
当
の
大
政
朋
子
ス
タ
ッ

に
て
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
－
夜
ま
わ
り
　
フ
か
ら
は
「
被
災
他
聞
交
流
・

グ
ル
ー
プ
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
復
興
グ
ル
メ
Ｆ
Ｉ
大
会
の
現
。

ム
「
食
と
人
道
支
援
～
東
日
。
状
」
の
報
告
。
震
災
ホ
ー
ム
レ

本
大
震
災
を
通
し
て
見
え
た
　
ス
食
糧
支
援
の
ご
縁
を
つ
く

も
の
」
を
開
催
。
東
日
本
被
災
ら
れ
た
太
生
山
一
心
寺
副
住

地
に
お
け
る
震
災
ホ
ー
ム
レ
職
の
中
島
秦
俊
氏
と
、
お
か

ス
の
支
援
を
基
点
と
し
た
食
や
ま
コ
ー
プ
専
務
理
事
の
田

と
人
道
支
援
を
考
え
る
シ
ン
中
照
同
氏
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

ポ
ジ
ウ
ム
だ
っ
た
。
Ｗ
Ｆ
Ｐ
活
動
の
経
過
と
今
後
の
支
援

（
国
連
世
界
食
糧
計
画
）
日
本
　
へ
の
期
待
が
述
べ
ら
れ
た
。

事
務
所
の
支
援
調
整
容
で
あ
　
そ
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

る
中
井
恒
二
郎
氏
が
基
調
講
　
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
支
援
農
場
」
認

演
で
「
東
日
本
大
震
災
被
災
定
式
と
続
い
た
。
代
表
世
話

者
救
援
活
動
に
お
け
る
物
貴
人
で
あ
る
竹
内
洋
二
氏
か
ら

補
給
と
流
通
」
の
報
告
。
災
害
　
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動
を
支
援

救
援
活
動
の
エ
ッ
セ
ン
ス
だ
す
る
農
場
」
の
説
明
と
、
今

っ
尽
震
災
ホ
Ｆ
ム
レ
ス
の
秋
支
援
米
を
3
0
一
河
拠
出
し

お
世
話
を
さ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
　
て
い
た
だ
い
た
篤
志
家
の
方

Ｏ
法
人
仙
台
夜
ま
わ
り
グ
ル
々
4
5
人
へ
認
定
状
が
渡
さ
れ

Ｉ
プ
理
事
長
の
今
井
誠
二
氏
だ
。
特
筆
す
べ
き
は
岡
山
県

か
ら
は
「
東
日
本
大
震
災
以
立
高
松
農
業
高
校
、
岡
山
県

降
の
ホ
ー
ム
レ
ス
の
現
状
と
立
興
賜
高
等
学
校
、
そ
し
て

そ
の
支
援
に
つ
い
て
」
の
報
岡
山
県
立
瀬
戸
南
高
等
学
校

食と人道支援～ＡＭＤＡ支援農場

45人の支援農家から寄贈された支援米を囲んで開催した
シンポジウムー北区の岡山国際交流センターで　　づ

で
あ
る
。
志
の
高
い
高
校
生
プ
ラ
イ
ド
が
あ
る
」
。
今
井

ら
に
感
謝
を
し
た
い
。
討
議
誠
二
氏
が
逸
話
を
紹
介
さ
れ

に
移
っ
た
。
岡
山
市
会
議
員
だ
。
東
日
本
大
震
災
発
生
初

・
川
本
浩
一
郎
氏
、
お
か
や
ま
期
の
電
気
や
水
な
ど
の
社
会

コ
ー
プ
組
織
本
部
長
の
榊
誠
イ
ン
フ
ラ
が
ス
ト
ッ
プ
し
た

司
氏
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
『
地
球
時
に
パ
ニ
ッ
ク
状
況
の
被
災

村
』
・
グ
ロ
ー
ー
カ
ル
ネ
ッ
ト
害
者
へ
の
炊
き
出
し
や
交
通
整

備
の
日
野
進
一
郎
氏
、
Ａ
Ｍ
　
理
の
お
世
話
を
し
た
の
が
、

Ｓ
Ａ
滝
渾
知
佳
氏
の
コ
メ
ン
ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
た
ち
だ
っ

ト
に
続
き
、
衆
議
院
議
員
・
　
た
。
震
災
ホ
ー
ム
レ
ス
の
人

逢
沢
一
郎
氏
か
ら
総
括
の
コ
　
た
ち
に
は
特
徴
が
あ
る
。
復

メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。
　
　
興
事
業
で
の
雇
用
は
一
貫
性

　
　
「
援
助
を
受
け
る
側
に
も
が
な
く
、
作
業
段
階
が
変
わ

る
度
に
人
が
変
わ
る
の
で
、
月
に
開
催
さ
れ
た
第
４
回
復

す
ぐ
に
仕
事
に
あ
ぶ
れ
て
し
興
グ
ル
メ
Ｆ
Ｉ
大
会
に
は
岡

ま
い
、
簡
単
に
ホ
ー
ム
レ
ス
山
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス

に
な
り
や
す
い
。
し
か
し
、
を
出
し
た
。
参
加
者
は
4
3
人
。

東
北
出
身
の
人
た
ち
は
仕
送
高
校
生
、
大
学
生
そ
し
て
Ｉ

り
を
し
て
東
北
地
方
の
経
済
般
の
方
々
が
テ
ン
ト
の
設
営

を
支
え
て
き
た
誇
り
が
あ
る
か
ら
呼
び
込
み
に
声
を
張
り

故
に
、
生
活
保
護
受
給
を
拒
上
げ
た
。
汗
を
流
し
た
。
仮

む
。
「
お
国
の
た
め
に
尽
く
設
商
店
街
の
方
々
と
一
体
と

し
て
き
た
の
に
、
お
国
の
ね
な
っ
た
。
お
米
と
汗
は
信
頼

世
話
に
は
な
り
た
く
な
い
」
　
形
成
へ
の
絆
で
あ
る
。
南
海

と
。
一
方
、
復
興
グ
ル
メ
Ｆ
　
ト
ラ
フ
は
近
い
将
来
起
こ
り

Ｉ
大
会
に
参
加
し
て
い
る
岩
得
る
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
東
日
本

手
県
、
宮
城
県
そ
し
て
福
島
被
災
地
復
興
支
援
活
動
は
、

県
の
仮
設
商
店
街
は
「
被
災
健
康
支
援
、
医
療
機
関
支
援
、

地
の
自
分
た
ち
が
立
ち
上
が
同
世
代
間
交
流
、
被
災
他
聞

ら
な
く
て
、
誰
が
助
け
て
く
交
流
、
国
際
高
校
生
奨
学
金
、

れ
る
」
と
。
２
０
１
３
年
１
月
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
と

に
関
催
し
た
第
１
回
の
開
催
派
遣
に
加
え
て
、
お
米
支
援

か
ら
８
ヵ
月
で
仮
設
商
店
街
と
輪
が
広
が
・
っ
た
。
仮
設
商

情
報
共
有
会
が
立
ち
上
が
っ
　
店
街
と
震
災
ホ
ー
ム
レ
ス
の

だ
。
「
仮
設
商
店
街
が
本
設
の
方
々
が
断
言
し
て
く
れ
る
。

商
店
街
に
回
帰
し
て
も
こ
の
　
「
南
海
ト
ラ
フ
の
時
に
は
絶

三
陸
の
連
携
は
続
け
る
」
と
。
対
に
岡
山
の
支
援
に
駆
け
つ

　
　
「
困
っ
た
時
は
お
互
い
さ
　
け
る
」
と
。

ま
」
の
相
互
扶
助
。
お
互
い
　
　
　
　
　
◇

に
信
頼
関
係
が
あ
れ
ば
も
っ
　
　
Ｈ
月
1
5
目
掲
載
の
山
崎
善

と
効
果
的
で
あ
る
。
「
Ａ
Ｍ
久
氏
は
現
岡
山
県
産
婦
人
科

Ｄ
Ａ
支
援
農
場
」
の
お
米
は
医
会
会
長
で
し
た
。

信
頼
形
成
を
促
進
す
る
。
1
0
　
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
プ
代
表
）
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